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実習における教員の指導力の向上 

―旋盤実習・３級技能士（普通旋盤）への取り組み― 

 

○○○立○○○○高等学校 ○○ ○○（電子機械科） 

 

１ はじめに 

本校電子機械科では，工業技術基礎（1

年）・実習（２年）において旋盤実習を実施

している。実習内容は 1 年で，引張り試験

の４号試験片の製作，２年では３級機械加

工技能士（普通旋盤）の課題に取り組んで

いる。 

平成１８年，私が本校に着任し，２年生

の実習と３級機械加工技能士の実技指導

（放課後）を担当することになった。生徒

を指導する中で，先輩教員からの実技指導

の継承と，生徒への実技の指導力の必要性

を強く感じた。さらに，実習を通して生徒

の技術力の向上には，教員の技術力向上が

必要不可欠であることが分かった。 

また，私は，ものづくり工業高校人材育

成事業の一環として実施した企業研修で，

実際に働く技能士の方と接し，工業高校で

の基礎的な機械加工の経験が，就職後にも

役立ち，企業では，工業高校での学習や体

験が再評価されていることを強く感じた。

これらの指導や放課後の指導をとおして，

毎年７月末に行われる３級技能士（普通旋

盤）の資格取得では，２年生の希望者が挑

戦し，平成１９年度は６名，平成２０年度

は１０名が，合格することができた。 

そこで，本研究のテーマを次の三つとし

た。 

・実技指導書の作成と有効性 

・３級技能士の資格取得 

・企業研修 

これらをとおして，教員の指導力向上実

技指導をするための実習内容に適した指導

手引書の作成と実技指導（旋盤）力の向上

について研究したい。 

２ 旋盤実習の進度計画と指導状況 

旋盤【図１】は，工作物を回転させ，円

筒切削・テーパ切削・ねじ切り・穴加工を

する工作機械であり，千葉県の工業高校機

械系学科では，最も多く導入されている金

属加工の基礎を学ぶ重要な工作機械の１つ

である。 

 

図１ 実習で使用している WASINO 製 4 尺旋盤 

平成１９年度からものづくり工業高校人

材育成事業に取り組み，現在２年目を迎え

ている。電子機械科では，高度熟練技能士

（１名）による実技指導を実習に取り入れ

て活動をしている。表１は，旋盤実習の進

度計画表の抜粋である。 

 

表１ 進度計画表（抜粋） 
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表２は，平成１９年１１月１４日（金）

に実施した「実習」（３単位）旋盤実習の研

究授業指導案である。対象の生徒は，電子

機械科２年生とし，１班を１０人で構成し

ている。実際の指導には，教諭・実習助手・

高度熟練技能士の社会人講師（以下講師）

の３人で実施している。指導案中の下線部

１・２は，講師が生徒に対して実技指導を

展開しているところであり，説明後は３人

で生徒に対し個別に技術指導をしている。 

 

 

 

 

表２ 学習指導案 

※ 指導内容における下線部が、講師による指導。それ以外は教員・講師の活動 
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３ 実習での取組み概要 

６週（１８時間）から７週（２１時間）

で計画し，実習課題は，３級機械加工技能

士実技問題を取り上げている。実習課題例

を図２に示す。Ａ部品（図２左）の製作に，

４回（１２時間）Ｂ部品（図２右）の製作

に２回（６時間）を割り当てて実施してい

る。 

 

図２ ２年生旋盤実習課題の完成例 

 

実習は一人一人に，旋盤・工具が準備さ

れ，実習の説明，演示，実技指導というよ

うに進めている。 

生徒に，説明の内容や作業の様子のメモ

を取り，確認しながら実習へ参加すること

を指示した。その取組む姿勢が定着するこ

とで，完成する作品の完成度が一段と高ま

った。 

その実習の様子を図３に示す。 

 

図３ 高度熟練技能士による旋盤実習実技指導の様子 

 

（１）平成１９年度の授業の展開例 

平成１９年１０月３１日より，ものづく

り工業高校人材育成事業に取組み高度熟練

技能士との実技指導の展開を実施した。２

班（２０名）を対象として各６・７週（１

８～２１時間）の展開とし，合計１３日（３

９時間）となった。実習を受ける生徒の中

には，すでに３級技能士の称号を得ている

生徒もいるが，同様に実習に取組んだ。 

 

（２）平成２０年度の授業の展開例 

６月より前年度に続き高度熟練技能士に

よる指導（実習）を展開している。前年度

は，Ａ・Ｂ部品の製作に講師が関わってい

たが，より多くの生徒が，高度熟練技能士

による指導が受けられるように，Ａ部品の

完成までを講師を含む３名行い，Ｂ部品に

ついては，教諭・実習助手の２名で指導を

行うことで，各班４週（１２時間）の実施

を計画し，対象生徒数を３０名にした。 

 

（３）ものづくり工業高校人材育事業の活用 

本校では，平成１９年度から（株）日立

産機システム習志野事業所の高度熟練技能

士よる旋盤の実技指導を取入れている。 

平成１９年度は，１３回（３９時間）実

施した。この時は，２０名の生徒が指導を

受けた。また，平成２０年度は，１２回（３

６時間）の実施を計画した。 

生徒が，高度熟練技能士から実技指導を

受けることによって，二つの大きな変化が

現れた。一つ目は，これまで以上に，寸法

精度や仕上げについて，非常に注意深く作

業するようになった。二つ目は，実際に企

業で仕事をしている講師の話を聞くことで，

生徒が将来を考えるきっかけとなったこと

である。 

講師の言葉は，生徒にとって新鮮であり，

社会人としての姿勢や心構えを真剣に聞入

る様子が随所で見ることができ，生徒にと

って貴重な体験となったことを確信した。 

 

Ａ部品 Ｂ部品 
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この時の教員の活動は，講師の発言や作

業の様子で気が付いた事を図４のように板

書し，授業の終わりに必ず実習を振り返り，

生徒の理解を確認している。 

 

図４ 実習中の重要事項の板書（教員による） 

 

生徒が実際に加工する時は，教員３名で

手分けをし，個々の理解や進度に応じた具

体的な旋盤の操作指示を心がけて授業の展

開をした。これにより，失敗や寸法を外す

生徒が減少した。 

 

図５ 個々に対応した指導の様子 

 

評価は，完成した作品と，実習後３日以

内に提出を義務付けている作業内容のレポ

ート及び実習中の取組む姿勢や関心を総合

的に評価している。図６は，生徒が実際に

提出したレポートである。このレポートを

書くには，頭の中で実習を再現し，表現す

ることが必要であり，より実習の内容が理

解され，生徒の技術の定着に大きな役割を

占めている。 

 

図６ 提出された２年生のレポート 

 

（３）生徒の意識 

２年での旋盤実習では，難しいというイ

メージを持つ生徒がいる。その原因として

は，高速回転での加工や切込み量の増加に

よる恐怖感によるものと考えられる。しか

し，実習を終えると，技術力の向上を実感

することのできた生徒が多くなった。 

このことを裏付けるように，旋盤実習を

終えた３年生は，旋盤に対して苦手意識が

少なく，課題研究において，必要な部品や

加工できるものについては，進んで旋盤で

加工をする姿勢が出ている。 

 

ア 生徒の旋盤実習に対する意識調査 

旋盤実習に対して生徒の気持ちと反応

の変化について考えるため，講師の指導

を受けた生徒に対してアンケートを実施

した。 

アンケート項目は， 

① 実習前の気持ち 

② 旋盤実習の不安要素 

③ 実習への取組み 

④ 実習の理解度 

⑤ 実習を終えての気持ち 

⑥ 実習全般の感想（記述式） 

とした。 
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イ 集計・結果 

平成１９年度と平成２０年度の生徒

（各２０名，計４０名）に対して旋盤実

習の終了後に実施し，集計結果から，生

徒の不安を取り除き，興味・関心を持た

せ，生徒自身が技術力の向上を実感でき

る授業展開について検討した。 

 

 

 

 

図７から計２１名（５２．５％）の生

徒が旋盤実習について不安を感じている

ことがわかった。その不安要素は，図８

から課題の難易度が上がったことや旋盤

の高回転数で加工する恐怖心が上位を占

めていることがわかった。 

 

 

 

 

 

図９から実習の取組みについては，図

７・図８の不安をよそに，よく取り組ん

だ生徒が多かった。また，図１０から理

解度も８７．５％と高いものであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１１から，実習前に大きかった不安

が実習後は１２．５％に改善されたこと

が分かった。 

これは，不安を持っていた２１名の生

徒のうち７６．２％にあたる１６名の生

徒が不安を解消した結果である。また，

年度の比較をすると，アンケート結果か

ら，平成２０年度の生徒の方が，旋盤実

習に対して積極的な生徒が多いことが分

かった。これは，夏休みまでに３級技能

士の称号を付与された生徒が多く，その

影響が結果に反映していると考えられる。 

 

 

 

図１１ 旋盤実習を終えての気持ち 

図１０ 旋盤実習の理解度 

図９ 旋盤実習への取組み 

図８ 旋盤実習での不安要素 

図７ 旋盤実習前の気持ち 



工－3－6 

 

ウ 実習の感想（抜粋） 

以下に生徒の感想を示す 

 

僕は，あんまり旋盤実習が好きではなかっ

たが，先生のやり方をまねして寸法どおりに

加工することができたことで，少し楽しくな

った。失敗してしまった所があったけど，今

度は失敗しないように頑張りたい。 

      （H19. K.T） 

 

見本と説明が１回だけで説明の時間が長く，

途中で分からなくなってしまうところがあっ

たが，個別に先生に教えてもらえたので何とか

理解できた。        （H19. N.K） 

 

具体的な指示が多く説明が分かりやすかっ

たところが多かったけれど，説明の中で意味の

分からない言葉も多かったので少し迷ってし

まったところもあった。   （H19. Y.S） 

 

講師の先生の話の中でよく会社の製品製造

に大切なことは，①寸法どおりに仕上ること。

②完成時間をできるだけ早く。③きれいに仕上

ると言っていた。僕が社会人になってからもこ

のことに気をつけたいと思った。 

       （H２０. K.T） 

 

はじめは，自分には無理だと思ったけど，何

とか難しい課題が，完成できて嬉しかった。 

             （H２０. K.T） 

 

先生が，近くで教えてくれながら加工するこ

とができたので失敗しなくてすんだ。旋盤も使

い方を間違えなければ，便利な機械だと思った。 

     （H２０. K.T） 

 

 

エ 考察 

アンケートの結果から，生徒の半数が

旋盤実習に対して不安を持って授業に取

組むことが分かった。その不安要素につ

いても明確にすることができた。この結

果を活かし今後も，少しでも早く不安要

素を取除けるように，教員が生徒に分か

り易い実習ができる指導力，安全な作業

ができる環境作りに力を入れていくこと

が必要であることが確認できた。 

高度熟練技能士による実技指導につい

ては，生徒にとてもよく受け入れられて

おり，有意義な体験の場となっている。 

 

４ 指導手引書の作成 

（１）目的 

旋盤の指導に当たって２年が経過し，こ

れまでの実習の指導方法や経過，さらには，

失敗した事例等を教員自身のノウハウとし

て残すことで，同じような失敗や，より分

かりやすい授業展開を実現することができ

ると考えた。その手段として，指導手引書

の作成に取り組んだ。 

 

（２）資料収集 

実際の作業工程をデジタルカメラに記録

するとともに，作業の様子を確認しながら

メモを取った。また，授業中においても特

に注意すべき事柄があれば，その発生状況

や対策についても記録しておいた。図６は，

取付け不十分で切削加工をしたために，チ

ャックから材料がはずれ破損した失敗例で

ある。 

 

図６ 作業失敗の記録例 
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図７は，中削り加工の様子である。この

ような写真を工程ごとに図示し作業の説明，

注意点等を書き示し教員用旋盤実習の指導

手引きとして活用する。 

 
図７ 中削り加工の様子 

 

 

 

（３）資料の取りまとめ 

記録した写真や，メモを分かりやすく

整理する必要がある。また，補足事項や

注意点を細かく記入して，材料取付けか

ら完成までをまとめ指導手引書とした。 

この指導手引書の作成にあたり，放課

後に自己研修を行い，成功や失敗例を実

体験することができた。また，生徒が容

易に理解できる指導力，失敗しそうなポ

イントの確認，危険察知能力等を得るこ

とができた。このことにより，旋盤の実

技指導力が向上したと実感することがで

きた。以下に作成した指導手引書の目次

【図８】と内容の一部【図９】を紹介す

る。 

 

 

図８ 指導手引書Ａ部品の目次 
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図９ 指導手引書（抜粋） 

 

マイクロカラーの目

盛りの変化と実際の寸

法の変化を示した 

材料を取り付け

る時のポイントや

体（腰）の使い方

を示した。 

写真を多く使用

し、加工の流れをイ

メージしやすいよう

にした。 
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（４）指導手引書の活用 

ア 生徒への指導に指導手引書を活かす 

加工の様子が写真で目視でき，要点

となる参考事項を併記しているので短

時間で，実際に近い状態を確認するこ

とが可能となった。（ア）・（イ）に，そ

の実践例を示した。 

 

（ア） 失敗しないための技術，寸法

どおり仕上げる技術を確認する

ことができたことで，的確に指導

できるようになった。 

（イ） 生徒の様子から作業の理解度

を推測し，生徒が失敗しやすい箇

所を重点的に指導することがで

きるようになった。 

 

（ア）・（イ）により，教員が自信を持

って指導に当たり，質問にも的確に答え

ることで，生徒が不安無く実習を受ける

環境が整った。その結果大きな失敗が少

なくなり，旋盤作業に対して苦手意識を

持つ生徒が減少する要因となったと考え

られる。さらに，生徒に，「ものづくり」

を意識して取組ませ，目標どおり完成さ

せる経験を積むことで，自信と達成感を

伝える指導ができた。 

 

イ 自己啓発 

指導手引書の作成をしたことで，私自

身が，気付かされることや，新しい発見

をすることも多くあった。生徒が実際に

間違うポイントを予見し，注意するタイ

ミングや指導のきっかけを掴む事ができ

た。このことは，教員の指導力の向上に

つながったと言える。このような積み重

ねが生徒に還元され，生徒の技術力の定

着と向上につながる。また，私自身が得

たこの経験を，若手教員に対する技術力

の向上の情報とすることができる。 

 

５ ３級機械加工技能士への取組み 

（１）指導計画（抜粋） 

授業と同様に３級機械加工技能士の合

格に向け，放課後と夏休みの指導計画を

受験人数に合わせて毎年計画している。

表３は平成２０年度の指導計画（抜粋）

である。 

 

  

表３ ３級機械加工技能士受験 指導計画 
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（２）３級機械加工技能士への受験指導 

平成１９年度から３級機械加工技能士

実技試験に向けて指導に取組んだ。１９

年度では８名，２０年度では１３名の有

志が挑戦した。 

主に放課後（１５：４５～）を利用し

２班（７名・６名）に分けて，１日ずつ

交互に実施し，各班週３回の練習【図８】

を継続した。指導には，教諭１名・実習

助手１名の２名で行い，電子機械科全職

員の協力を得て練習中には，必ず工場内

に指導教員がいるように配置した。 

生徒は，授業の実習に比べ，取組む意

識が強く，積極的であった。また，実習

で指導するよりもより具体的に，高度な

作業方法が必要となり，指導する教員の

技術力も必要とされる場面が多かった。 

 

図１０ 放課後の練習風景 

（ア）生徒の意識調査 

今後の放課後を利用した実習指導に活

かしたいと考え，３級技能士を受験した

生徒に対してアンケートを実施した。  

アンケート項目は， 

① ３級技能士試験の受験の理由 

② 実技指導での教え方 

③ 実技指導への取組み 

④ 講習時間について 

⑤ 練習で製作した課題の数 

⑥ 実習の感想（記述式） 

であった。 

（イ） 集計・結果 

平成１９年度（８名）と平成２０年度

（１３名）の生徒に対して受験指導の終

了後に実施した。集計結果より，今後の

３級機械加工技能士試験の実技指導にお

ける課題や方法について検討した。 

 

   

図１１ ３級機械加工技能士を受験した理由 

全体の９５％の生徒が自分の意思で受

験を希望している。受験した理由の中で

は，旋盤に興味があった（４３％）に次

いで旋盤に自信が無かった（２４％）が

高かったことが意外であった。 

 

   

図１２ 実技指導の教え方について 

実技講習での教え方について，「良かっ

た」と感じている生徒が８１％と非常に

高かった。「悪かった」「どちらともいえ

ない」とした生徒については，練習を休

むことが多かった。 

（人） 

（人） 
H19－ 8人 
H20－13 人

H19－ 8人 
H20－13 人
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図１３ 実技指導への取り組みについて 

８１％の生徒が実技指導への取組みが良

かったとしている。悪かった生徒は，実際

には講習の欠席が目立った。面談を試みた

が改善されなかった。 

 

 

図１４ 講習時間について 

講習時間は，約３時間であった。５７％

の生徒が「ちょうどいい」と感じている。

講習の様子から見て，物足りない生徒も少

なくないが，安全面を考慮すると適切な時

間であると考えられる。 

 

 

図１５ 練習で製作した数 

図１５から８１％の生徒が，受験をむか

えるまでに，１０セット以上を製作した。こ

れは，図１３の取組みが良かった事の表れで

ある。 

 

ウ 生徒の感想（抜粋） 

以下に生徒の感想を示す 

僕は，あまり旋盤が得意ではなかったが，

試験を受けて旋盤の苦手意識を克服したかっ

た。結果的に，いろいろ教わることができて，

旋盤の技術も向上したと思う。（H１９. K.T） 

 

１年の授業での旋盤実習が面白かったので

受けてみたくなった。実技練習や講習をサボ

ってしまったことを後悔しています。 

（H１９. Ｈ.Ｙ） 

 

約３ヶ月間の練習を良く頑張ったと思う。 

最後までやりとおしたから自信が持てた。 

やってよかったと思う。  （H２０. Ｓ.Ｋ） 

 

はじめは怒られたりして，挫けそうになっ

たけど，頑張っているうちに，とても練習が

分かりやすく楽しくなって，実習とは違った

勉強になった。     （H２０. Ａ.Ｓ） 

 

エ ３級機械加工技能士受験結果 

表４は，これまでの３級機械加工技能

士合格者数をまとめたものである。 

 

 

年度 ～18年度 19年度 20年度 合計

受験者 － 8 13 21

合格者 22 6 10 38

実技合格者 － 1 4 5

合格率 75 76.9  

記録が残っている平成１５年度から１

８年度までに２２名が取得している。平

成１９年度は，８名が受験し６名が合格

し，平成２０年度は，１３名が受験し１

０名が合格（前年度実技合格者含む）し

た。また，前年度と比較して受験希望者

が約１．５倍になり実技試験は全員が合

格をした。 

（人） 

（人） 

（人） 

H19－ 8人 
H20－13 人

H19－ 8人 
H20－13 人

H19－ 8人 
H20－13 人

表４ ３級機械加工技能士合格者
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オ 考察 

必ずしも旋盤の得意な生徒が参加する

わけではないことが明確になり，授業と

同様に分かりやすく講習の展開を行うと

ともに，制限時間内での完成を目標に，

根気良く丁寧に具体的な指導が必要であ

ることが明らかになった。また，生徒一

人一人の目的意識が明確で，技術力向上

に対する質問も高度であり，教員の指導

力が生徒の技術力に反映することが分か

った。日頃から教員は，指導力向上のた

めに，指導事項に対する着眼点を明確に

して，知識や技術の研鑽に努める必要が

あると考える。 

 

６ 企業研修に参加して 

私は，「ものづくり工業高校人材育事業」

の一環である「教員の企業研修」を平成１

９年１２月に（株）日立産機システム習志

野事業所で行った。実際に工業高校を卒業

した生徒がどのような環境で仕事をし，卒

業までの学習がどのように役立つのかを目

で見て体験することができた。１０日間の

研修では，輸出用の水中モータの製造から

組み立て完成までを行った。 

工場は作業を安全に行うための環境整備

が徹底され，製品を作るだけでなく，職場

の人々には，人間（作業者）としての成長

をお互いに促す姿勢があり，とても印象に

残った。 

実際の作業の中では，自分自身の現在の

知識・技術力確認ができた。汎用旋盤での

軸加工では旋盤の大きさや，切込み量の多

さに戸惑い，良い緊張感の中で作業できた

ことは私にとって大きな財産となった。ま

た，マイクロメータでの測定も熟練の技が

ありその技術の高さを目の当たりにしたこ

とで，自己啓発意識が高まった。 

企業内でも熟練した技術者から若い技術

者への技能伝達が重要な課題になっており，

私が，旋盤の実技指導法で感じていた同じ

課題であり，解決のヒントも隠れていた。

その解決策は，一人一人が自分の技術とな

るように，さらには，短期間での継承がで

きるように，作業の様子などをデジタル化

し資料として残し，活用することであった。 

企業研修を通して「生徒のために教員と

して何をすべきか」を考えることができた。

生徒自身が「ものづくり」の喜びや達成感

を実感できる指導力を持った教員となるた

めに，今後も努力したいと強く思った。 

 

７ 終わりに 

教科研究をとおして，先輩教員からの実

技や指導法のテクニックの継承が，とても

重要であることを強く認識することができ

た。実際に指導に当たる教員の技術力向上

は，生徒の技術の定着や「ものづくり」に

対する考え方に大きく影響を与えるもので

ある。 

本研究において，教員向けの指導手引書

を作成したことで，旋盤に対する理解度や

技術力を向上させることができたと思う。

また，企業研修に参加させていただき，そ

の体験により，自分自身の知識・技術力の

把握と，新たな課題や目標を発見すること

ができた。また、多角的に考える力の向上

により，先を見据え個々に対応した細かな

指導が可能となった。今後も研修を重ね，

実技指導に活かせるよう努力したい。 

最後に，本研究にあたり御指導いただき

ました，千葉県教育庁教育振興部指導課 菊

池 貞介指導主事，株式会社日立産機システ

ム習志野事業所 高度熟練技能士 内山 芳

弘氏，千葉県立東総工業高等学校 石井 暁

校長（前指導課主幹），得地 俊雄前校長，

増渕 公孝教頭，電子機械科の先生方，なら

びに旋盤実習・３級機械加工技能士受験に

一生懸命取組んだ電子機械科２年生・３年

生諸君に感謝いたします。
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